
主　日　礼　拝主　日　礼　拝
礼拝開始（10時30分）10 分前には席に着き、祈りの時間を

持ちましょう。一致の祈りは大きな力です。

来週の奉仕者
（3月 22 日）

今後の予定今後の予定-誕生者の方、おめでとうございます。新しい1年も祝福されますようにお祈り致します-
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　８０年近く生きてきて、初めての経験をしまし
た。ペットのデグーの「みーこ」が脱走したのです。
いなくなった４日間は家や近所周りを気が触れた
かのように１日に何度も探し回りました。夜は氷
点下になる日が続き、「もうだめかも・・・」とあ
きらめてしまいそうになることもありました。
それでも神様に無事帰ってくるよう祈り続けまし
た。心強いことに教会の家族も一緒に祈ってくれ
ました。
そんな明日はまたみんなに会うという主日礼拝の
前日、ふと外に目を向けると、そこに「ばあちゃん、
帰ったよ。開けて～」と言っているかのようにサッ
シをカリカリするみーこの姿があったのです！！
私はもう嬉しくて嬉しくて、すぐさま家に入れ、
だっこしほおずりし、食べきれないくらいエサを
いっぱいあげてみーこの帰りを喜びました。その
姿はさながら放蕩息子を出迎えた父親のようだっ
たのではないでしょうか。
この年になってこんな思いを味あわせてくださっ
た神様と、一緒に祈ってくださった教会の家族に
感謝の気持ちで一杯になりました。
これからもこの感動を胸に、感謝と優しさをもっ
た美しい心に変えていけるように祈っていきたい
です。

『聖書はこう言っています。「彼に信頼する者は、
失望させられることがない。」（ロマ 10:11）』

エゼ46章～ダニ4章  水１金３

※1日 1章ですと約3年で通読できるペースです。
　今週よりダニエル書に入ります。ダニエル書の書かれた歴
史的背景はエゼキエ ル、エレミヤ書の繰り返しになりますが、
もう一度まとめてみたいと思います。 前 745 年、プルという
英雄が現れ、古代英雄の名を借りて、ティグラテ・ピレセ 
ル 3 世と名乗り、アッシリヤ帝国時代を築きました。その後
前 626 年に、預言者エ レミヤが召命を受けた翌年に、ナボ
ポラッサルがメディヤの総督デヨケスと協力 して、アッシ
リヤを破り、バビロンの独立を勝ち取りました。彼の長子ネ
ブカデ ネザルが前 609 年、バビロン全軍の総帥となり、前
605年にはアッシリヤ帝国を滅 ぼしました。その後彼は、前
597 年に再度エルサレムを攻略し、エホヤキン王並 びに約 1
万人のユダの指導的市民をバビロンに移しました。その捕虜
の中から、 エゼキエルが預言者として召命を受けたのです。
前 588 年から 2 年半がかりで、ネ ブカデネザルは第 3 回の
エルサレム攻撃をしました。そしてエルサレムはついに 陥
落し、ソロモンの建てた神殿も焼失したのです。そのバビロ
ンもネブカデネザ ルの孫ベルシャツァルの代（前539年）に、
メド・ペルシヤの連合軍によって滅 亡します。その後 2 年
間メディヤ人ダリヨスがバビロン王として国を治め，その 
ダリヨスの死後，クロスがペルシヤ帝国を建設しました。ダ
ニエルはそのクロス の第 3 年まで預言しているから，彼の
活動期間は，記述預言者中，最も長期の 60 年以上にも及ぶ
ということになります。このような歴史背景を確認しながら
読み 進めていきましょう。
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（要約者：全本　みどり）

「クロノスとカイロス」

１　時…
　
　私達の人生で休むことはとても大切です。それは明日
もう一度神様の目的に従って生きるためです。けれど、
現代人の多くは立場、職場の雰囲気 etc …何かに流され
ています。そして一番怖いのは人生に流されるというこ
とです。これは私達の人生が受け身になっていきます。
「どんなことが起きるのか…」「これから先の未来はどう
なっているのか…」未知の世界です。クリスチャンの人
生は未知の世界であってはいけません。たえず「摂理」
です。神様は私達に運を与えたのではなく、神の計画に
従って歩む者のためにカイロスという神様の大切なプレ
ゼントを任されているのです。カイロスとは「時期」「そ
の時」といった非常に断定した時のことをいいます。今
日のみ言葉の中に「恵みの時」と書いてあるこの「時」
がカイロスです。クロノスとは偶然秒が刻まれていって
突然あらわれることを表す言葉です。神様はカイロスと
いう大事な時を私達に任されました。サタンは私達に神
様の時が訪れたその時にチャンスが受け取れなくなるよ
うに働いてきます。私達がイライラしている時に、ある
人が私達に頼りたいという心が与えられたとします。こ
れが神様の時です。そこで、もし私達がイライラしたま
ま歩んでいたら、その人が私達のところに来た時に私達
の顔を見て「あぁ、この人に相談しても無駄だ。」と思っ
てしまうのです。これが神様の時を逃すということです。
もし、私達がその時に笑顔でいることができていたら相
談しに来たその人は私達を通して１８０度人生が変わっ
ていたのです。

　　神様の時を選んでいますか…
　
　人間的価値観、感情的な心の衝動が私達の中に入って
くると神様が「こうせよ！」と言われていても、「人が
どう感じるか」とか「自分がこれを選んだら損じゃない
か」という思いでいっぱいになり神様の声が聞こえなく
なります。クリスチャンには必ずチャンスがやって来ま
す。そして、そのチャンスはいつもあります。ある人が
私達に提案をしてきます。その時点でチャンスです。そ
の時に私たちが正しい判断をするかしないかです。けれ
ど、相手の態度によって私達の判断は変わってしまいま
せんか？嫌な態度で言われたらその提案が正しくてもや
りたくないという思いになってしまわないでしょうか。
私達は自らがどう歩むべきかをいつも選ばなければなり
ません。どのような状況、相手であってもあきらめずに
正しい判断をしていかなければなりません。

１　ザアカイ…（ﾙｶ19：4-9）
　
　ザアカイは日本語でいうと「きよし」という名前です。
清い子です。けれど、ザアカイは当時ユダヤ人からは裏
切り者のレッテルを貼られる「取税人」で、信じられる
ものはお金だけでした。失敗して、裏切って、人々から
嫌われて…そんなザアカイにイエス様は「ザアカイ。」
と優しく名前を呼び「おりておいで。今日はおまえの家
に泊まることにしているから。」と声をかけられました。
その一言でザアカイの人生が１８０度変わったのです。
もし、イエス様が「ザアカイ！お前は取税人で悪いやつ
だ！お前の生き方は駄目だ！」と言われていたたどう
だったでしょうか。ザアカイの人生は変わらなかったで
しょう。私達も同じです。誰かの悪い行為、言い方、態

度を見た時に「あの人は駄目だな！」で終わったら何の
意味もありません。イエス様はザアカイが何故そのよう
な生き方になったのかを知っておられました。そしてザ
アカイが受け取ることのできる方法で語りかけられたの
です。私達は「クリスチャン」すなわち「イエス様の人」
です。私達もイエス様のようにその相手の奥を見つめ、
その人が受け取れるように行動しなければなりません。

　　１　もうつぶやかない
　
　つぶやきは罪です。たとえ、家にある偶像を全部取り
払い、神社にお祈りに行かなくなったとしてもつぶやい
ていたら同じです。つぶやきを聞いているのはサタンで
す。神様の目から見たら罪は同じです。大切なのはつぶ
やきたくなったら神様につぶやくということです。ダビ
デも神様にはつぶやいています。神様につぶやきを話す
のなら、つぶやきで終わることはありません。最後は必
ず神様に戻り、信仰の告白へ導かれていきます。

　　２　人生から私は何を？
　　　   人生が私に～ではない
　与えられた人生から私が何をできるのかを考えなくて
はいけません。人生が私に何かをするのではありません。
「将来何が起こるのか」「どんないいことや悪いことが
待っているのか」「どうせ私にはいいことなんてない」
…これは人生に流されているということです。人生は私
達がつくるものです。私達はヒストリーメーカーです。
ヒストリー（歴史）とはイエス様の生涯です。そのヒス
トリーを私たちがどう引き継ぐかなのです。イエス様も
決断を許されていました。荒野でサタンに誘惑された時
に石をパンに変えることもできたし、飛び降りて天使に
助けてもらうことできました。イエス様は正しい決断を
選んだのです。私達も、目の前に入ってきた現状、サタ
ンの誘惑…その中で正しい決断を選べるのです。私達の
人生を変えることのできるのは私達自身です。それは決
断です。私達が決断して立ち上がった時にはじめて神様
は私達の手を引き上げて私達の人生を変えるのです。神
様は絶えず「どうなりたいか？」と聞かれています。「良
くなりたい！」と私達は願わなければいけません。

　　　３　判断を神様に聞く
　　　　（イザヤ30：21-26）
　
　神様が蒔いた種に私達が水をやるようにとは書いてい
ません。蒔く種を備えられるのは神様で種を蒔くのは私
達です。相手から悪い態度を取られたのに私たちは相手
に良いことをするのは確かに大変で辛いことです。けれ
ど、これが「涙とともに種を蒔く」ということです。ザ
アカイのようにその相手が悪い態度を取るのには意味が
あります。だからこそ、神様がどのようにせよと言われ
ているのかを聞くように神様はいつも語りかけておられ
ます。自分の価値観で判断して処理していたら相手に届
くことはできません。神様は細いところから誰にも聞こ
えないような小さな御声で語りかけます。だから、神様
の声に絶えず耳を澄ましていなければなりません。今日
ぜひ、神様に聞いて逃げずにつぶやかずに信じて歩む決
断をしましょう。そして多くの命を生かす人生を選んで
いきましょう！
　


